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井�
筒
俊
彦
の
啓
示
類
型
論
か
ら
見
る
「
心
神
と
の
対
話
」
構
造
と
そ
の
解
釈 

─
『
日
本
書
紀
』
か
ら
山
崎
闇
斎
の
神
学
に
至
る
比
較
思
想
的
探
究

─

久
保

隆
司

は
じ
め
に
─
問
題
と
目
的

　

本
論
は
、「
心
神
と
の
対
話
」
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。『
日
本
書

紀
』
に
は
、
後
世
の
神
道
家
に
よ
っ
て
、
大
己
貴
神
（
大
国
主
神
／
大

物
主
神
と
も
）
が
自
ら
に
内
在
す
る
神
性
、
す
な
わ
ち
「
心
神
」
と

対
話
し
た
と
解
釈
さ
れ
る
不
思
議
な
逸
話
が
あ
る
。
江
戸
初
期
を

代
表
す
る
朱
子
学
者
・
神
道
家
で
あ
る
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
九
─
一
六

八
二
）
は
こ
の
逸
話
を
、
自
ら
の
神
学
お
よ
び
信
仰
実
践
の
中
核
に

据
え
た
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
、
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
本
論
の
目
的
は
、
古
代
の
記
述
「
心
神
と
の
対
話
」
の
源
流
、

普
遍
的
意
味
・
構
造
の
存
在
を
探
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
延
長
上
に
、

中
世
の
神
道
思
想
、
近
世
の
山
崎
闇
斎
の
神
学
思
想
に
お
け
る
「
心

神
」
解
釈
の
展
開
を
、
比
較
思
想
的
視
点
を
交
え
て
探
る
こ
と
に
あ

る
。

　

さ
て
、
本
論
が
注
目
す
る
逸
話
と
は
、『
日
本
書
紀
』
の
大
己
貴

神
と
幸
魂
・
奇
魂
と
の
対
話
の
記
述
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下

の
「
神
代
巻
」
の
箇
所
で
あ
る
（
発
話
部
分
の
傍
線
は
筆
者
）。

自
後
、
国
の
中
に
未
だ
成
ら
ざ
る
所
を
ば
、
大
己
貴
神
、
独
能

く
巡
り
造
る
。
遂
に
出
雲
国
に
到
り
て
、
乃
ち
興
言
し
て
曰
は

く
「
夫
れ
葦
原
中
国
は
、
本
よ
り
荒
芒
び
た
り
。
磐
石
草
木
に

至
り
及
ぶ
ま
で
に
、
咸
に
能
く
強
暴
る
。
然
れ
ど
も
、
吾
已
に

摧
き
伏
せ
て
、
和
順
は
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
し
」
と
の
た
ま
ふ
。

遂
に
因
り
て
曰
は
く
「
今
此
の
国
を
理
む
る
は
、
唯
し
吾
一
身
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の
み
な
り
。
其
れ
吾
と
共
に
天
下
を
理
む
べ
き
者
、
蓋
し
有
り

や
」
と
の
た
ま
ふ
。

時
に
、
神
し
き
光
海
に
照
し
て
、
忽
然
に
浮
か
び
来
る
者
有
り
。

曰
は
く
「
如
し
吾
在
ら
ず
は
、
汝
何
ぞ
能
く
此
の
国
を
平
け
ま

し
や
。
吾
が
在
る
に
由
り
て
の
故
に
、
汝
其
の
大
き
に
造
る
績

を
建
つ
こ
と
を
得
た
り
」
と
い
ふ
。

是
の
時
に
、
大
己
貴
神
問
ひ
て
曰
は
く
「
然
ら
ば
汝
は
是
誰

ぞ
」
と
の
た
ま
ふ
。

対
へ
て
曰
は
く
「
吾
は
是
汝
が
幸
魂
奇
魂
な
り
」
と
い
ふ
。

大
己
貴
神
の
曰
は
く
「
唯
然
な
り
。
廼
ち
知
り
ぬ
。
汝
は
是
吾

が
幸
魂
奇
魂
な
り
。
今
、
何
処
に
か
住
ま
む
と
欲
ふ
」
と
の
た

ま
ふ
。

対
へ
て
曰
は
く
「
吾
は
日
本
国
の
三
諸
山
に
住
ま
む
と
欲
ふ
」

と
い
ふ
。

故
、
即
ち
宮
を
彼
処
に
営
り
て
、
就
き
て
居
し
ま
さ
し
む
。
此
、

大
三
輪
の
神
な
り（

（
（

。（『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
第
一
・
第
八
段
・
一
書

第
六
）

　

以
上
の
逸
話
に
見
ら
れ
る
計
七
回
の
「
発
話
」
は
、
大
己
貴
神
と

そ
の
魂
で
あ
る
「
幸
魂
奇
魂
」
と
の
自
問
自
答
的
な
「
対
話
」
と
さ

れ
る（

（
（

。
中
世
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
注
釈
書
『
神
代
巻
口
訣（

（
（

』

に
お
い
て
、「
幸
魂
奇
魂
」
は
万
人
の
内
部
に
あ
る
「
心
神
」
と
解

釈
さ
れ
、
近
世
初
期
に
闇
斎
は
そ
の
考
え
を
発
展
さ
せ
た
。

　

以
下
の
本
論
で
は
、
二
つ
の
先
行
研
究
的
概
念
を
元
に
探
究
を
始

め
た
い
。
ま
ず
、「
神
秘
哲
学
」
的
な
構
造
理
解
、
特
に
啓
示
の
類

型
論
を
基
盤
的
研
究
と
し
て
取
り
入
れ
る
。
次
に
、
日
本
中
世
思
想

史
の
文
脈
に
お
け
る
神
観
念
の
変
容
論
を
重
要
な
補
助
的
研
究
と
し

て
用
い
る
こ
と
で
、「
心
神
と
の
対
話
」
の
神
学
的
解
釈
の
可
能
性

を
探
る
。
特
に
、
前
者
は
井
筒
俊
彦（

（
（

の
説
を
、
後
者
は
佐
藤
弘
夫
の

説
を
出
発
点
と
す
る
。
そ
の
後
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
一
つ
の
比
較
思
想
的
探
究
を
進
め
た
い
。

一　
「
啓
示
」
の
類
型
論
と
共
時
論
的
観
点

　

啓
示 

（revelation

） 

に
は
、
様
々
な
定
義
が
あ
る
が
、
本
小
論
で

は
、
井
筒
俊
彦
（
一
九
一
四
─
一
九
九
三
）
の
神
秘
哲
学
的
文
脈
に
お

け
る
啓
示
概
念
の
先
行
研
究
を
、
基
盤
的
な
も
の
と
し
て
導
入
す
る
。

井
筒
は
啓
示
を
、
神
と
人
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
式

と
定
義
し
、
類
型
的
に
捉
え
た
。
こ
の
意
味
で
、「
心
神
と
の
対
話
」

を
一
種
の
啓
示
と
し
て
扱
う
こ
と
が
可
能
と
な
る（

（
（

。

1
　「
啓
示
」
の
大
分
類

─
「
非
言
語
」
型
と
「
言
語
」
型

　

ま
ず
、
井
筒
は
啓
示
を
、「
非
言
語
的
記
号
の
現
象
」
と
「
言
語

的
記
号
の
現
象
」
と
に
分
け
る
。
広
義
で
は
ど
ち
ら
も
啓
示
で
あ
る

が
、
狭
義
の
術
語
と
し
て
の
啓
示
は
、
言
語
的
記
号
の
創
出
で
あ
る

日本思想史学50-論文 久保隆司氏【再校】　　［出力］ 2018年9月21日　午後2時37分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



日本思想史学50〈2018〉　192

後
者
に
限
定
す
る
と
す
る（

（
（

。「
非
言
語
的
記
号
」
と
は
、
絶
え
ず
神

か
ら
送
り
出
さ
れ
て
い
る
現
象
と
し
て
の
記
号
で
あ
る
。
特
徴
と
し

て
は
、
記
号
の
意
味
す
る
領
域
が
曖
昧
で
あ
り
、
厳
密
に
同
定
で
き

な
い
こ
と
や
、
原
則
的
に
全
て
の
人
間
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
あ
る
。
理
解
能
力
の
あ
る
任
意
の
人
が
感
受
で
き
る
。
本
質
的
に

は
「
預
言
者
」
を
必
要
と
し
な
い（

（
（

。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
で
用

い
ら
れ
る
「
一
般
啓
示（

（
（

」
に
近
い
分
類
概
念
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、

「
言
語
的
記
号
」
と
は
、
人
間
に
通
じ
る
言
語
的
手
段
を
使
っ
て
の

神
の
コ
ト
バ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
言
語
を
使
っ
た
記
号
が
、
通

常
「
啓
示
」
と
呼
ば
れ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
ご
く
稀
に
、
特
殊
な

場
所
、
特
殊
な
時
間
、
特
殊
な
人
、
に
お
い
て
の
み
起
こ
る
異
常
現

象
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
神
学
で
の
「
特
殊
啓
示
」
に
近
い
概
念
と

考
え
る（

（
（

。
本
論
の
対
象
は
、
こ
の
「
言
語
型
啓
示
」
と
な
る
。

2
　「
言
語
型
啓
示
」
の
二
分
類

　
　

─
「
神
の
独
白
」
型
と
「
神
と
の
対
話
」
型

　

井
筒
は
、
啓
示
と
い
う
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
す

る
た
め
の
、
最
も
重
要
な
条
件
の
一
つ
は
、
話
主
と
聴
主
が
全
く
同

じ
存
在
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
の
考
え
か
ら
、
さ
ら
に
「
神

の
独
白
（
モ
ノ
ロ
ー
グ
）」
型
と
「
神
と
の
対
話
（
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
）」
型

の
二
つ
に
分
類
す
る（

（1
（

。

　

ⅰ「
神
の
独
白
」
型
啓
示
に
つ
い
て

　

井
筒
に
よ
る
と
、
神
と
人
は
存
在
レ
ベ
ル
が
違
う
の
で
、
両
者

間
に
言
語
的
（
＝
社
会
的
）
共
同
意
識
の
場
は
本
来
成
立
し
な
い
。

唯
一
、
可
能
な
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
神
側
か
ら
の
一

方
的
な
語
り
か
け
（
＝「
神
の
独
白
」
型
啓
示
）
で
、
こ
の
型
が
一
般
的

に
「
啓
示
」
と
呼
べ
る
と
す
る（

（1
（

。

　

ⅱ「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示
に
つ
い
て

　

井
筒
は
、
例
外
的
な
啓
示
も
提
示
す
る
。
そ
れ
が
、「
神
と
の
対

話
」
型
啓
示
で
あ
る
。
こ
の
「
啓
示
」
は
、「
神
と
人
」
が
「
我
と

汝
」
的
関
係
に
転
ず
る
と
き
、
神
と
人
が
あ
る
程
度
ま
で
同
一
レ
ベ

ル
に
立
ち
、
そ
こ
で
両
者
間
に
成
立
す
る
対
話
で
あ
る
。
た
だ
し
、

成
立
条
件
と
し
て
、
人
間
実
存
の
側
に
根
本
的
な
変
質
、
上
昇
的
変

容
が
必
須
と
さ
れ
る
。
真
の
我
の
探
求
が
、
神
と
の
創
造
的
対
話
を

実
現
す
る
た
め
の
自
己
変
質
の
第
一
歩
と
な
る（

（1
（

。
井
筒
は
、
そ
の
代

表
的
な
事
例
と
し
て
、
九
世
紀
ペ
ル
シ
ャ
（
現
イ
ラ
ン
）
の
ス
ー
フ

ィ
ー
（
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
修
行
者
）
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
例
を
挙
げ
る
。

　

本
論
は
「
心
神
と
の
対
話
」
の
逸
話
を
考
察
対
象
と
す
る
が
、

「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示
の
一
種
と
の
仮
説
を
立
て
た
い
。
大
己
貴

神
は
「
神
」
で
あ
る
が
、
人
間
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
人
格
神

で
あ
る
。
超
越
神
・
根
源
神
を
「
神
」
と
す
る
な
ら
ば
、
現
世
で
の

国
造
り
の
偉
人
的
な
特
徴
を
持
つ
大
己
貴
神
は
、
上
昇
変
容
し
た
神

に
近
い
「
人
」
の
象
徴
的
存
在
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
性
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
類
型
論
の
活
用
を
通
し
て
、
共
時
論
的
分
析
・
解
釈
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の
道
筋
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
セ
ム
的
一
神
教
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の

「
啓
示
」
と
、
日
本
的
多
神
観
の
神
観
と
比
較
で
き
る
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
井
筒
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
少
な

く
と
も
神
秘
主
義
に
は
、「
梵
我
一
如
」
的
思
想
の
流
入
の
可
能
性

を
認
め
て
い
る
。
ま
た
古
代
日
本
に
も
、
本
覚
思
想
の
成
立
以
前
に
、

「
梵
我
一
如
」
が
流
入
さ
れ
て
い
た
と
い
う
共
通
し
た
可
能
性
が
あ

る
ゆ
え
（
後
述
）、
両
者
の
比
較
に
少
な
く
と
も
一
定
の
意
味
は
あ
る

と
考
え
る
。

二　
「
中
世
神
観
念
の
変
容
」
論
と
通
時
論
的
観
点

1
　
中
世
の
神
観
念
と
四
つ
の
特
質

　

次
に
、
通
時
論
的
分
析
・
解
釈
の
活
用
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、
神
観

念
の
変
容
に
触
れ
る
。
近
世
前
期
に
構
築
さ
れ
た
闇
斎
神
学
の
場
合
、

先
行
す
る
中
世
神
道
、
特
に
伊
勢
神
道
の
概
念
は
直
接
的
な
基
盤
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
世
的
な
神
仏
習
合
や
三
教
一
致
に
反
発
す

る
と
い
う
否
定
的
な
意
味
で
も
、
神
観
念
の
変
容
か
ら
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
心
神
と
の
対
話
」
が
書
き
記
さ
れ
た

時
代
で
あ
る
古
代
と
中
世
双
方
の
神
観
念
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

通
時
的
な
変
化
、
す
な
わ
ち
、
中
世
神
観
念
の
変
容
論
の
文
脈
か
ら

神
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
を
見
て
い
き
た
い
。
中

世
日
本
の
社
会
形
態
の
構
造
の
通
時
的
変
遷
に
注
目
し
た
革
新
的
研

究
と
し
て
、
黒
田
俊
雄
の
「
権
門
体
制
論
」
及
び
「
顕
密
体
制
論
」、

伊
藤
正
義
の
「
中
世
日
本
紀
」
研
究（

（1
（

な
ど
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
流
れ
の
後
に
生
ま
れ
た
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
神
概
念
の
変
容
を

主
題
と
す
る
佐
藤
弘
夫
や
伊
藤
聡
ら
の
先
行
研
究
の
概
観
を
通
し
て
、

神
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
構
造
を
探
る
手
が
か
り
を
得

た
い
。

　

佐
藤
は
、
末
法
思
想
の
影
響
下
、
古
代
の
神
か
ら
仏
の
代
わ
り
と

な
る
中
世
の
神
へ
の
変
容
が
要
請
さ
れ
た
と
し
、
中
世
の
神
の
「
四

つ
の
特
質
」
す
な
わ
ち
、
合
理
的
性
格
、
救
済
者
化
、
超
越
神
化
、

神
性
の
内
在
を
提
示
す
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
特
質
は
、
佐
藤
や
伊
藤
の
解

釈
で
は
、
端
的
に
言
う
と
仏
教
思
想
の
一
部
（
特
に
密
教
と
天
台
本
覚

思
想
）
が
、
神
道
の
中
で
血
肉
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た

と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
両
部
神
道
・
天
台
神
道
と
の
交
流
に
よ
る

外
宮
度
会
氏
を
中
心
と
し
た
伊
勢
神
道
思
想
の
成
立
を
意
味
す
る
。

佐
藤
や
伊
藤
は
、
伊
勢
神
道
思
想
を
論
じ
る
に
際
し
て
、
当
然
な
が

ら
、
天
照
大
神
の
特
質
の
変
貌
に
焦
点
を
当
て
、
中
世
神
観
念
の
変

容
を
論
じ
て
い
る
。
基
本
と
な
る
「
四
つ
の
特
質
」
は
相
互
に
関
連

し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
本
論
の
主
題
に
関
わ
る
神
の
「
合
理

的
性
格
」
と
「
神
性
の
内
在
」
に
絞
っ
て
以
下
に
見
て
い
き
た
い
。
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2
　「
合
理
的
性
格
」
の
面
か
ら
の
解
釈

　

佐
藤
は
、「
古
代
の
祟
る
神
＝〈
命
ず
る
神
〉
か
ら
罰
す
る
神
＝

〈
応
え
る
神
〉
へ
の
神
観
念
の
変
容
」
と
い
う
解
釈
を
提
示
す
る（

（1
（

。

そ
し
て
、「
不
可
測
の
意
思
を
場
当
た
り
的
に
押
し
つ
け
る
存
在
と

し
て
の
古
代
の
〈
命
ず
る
神
〉
は
、
平
安
期
に
は
祟
り
だ
け
を
も
っ

ぱ
ら
に
す
る
邪
霊
を
分
出
し
つ
つ
、
十
一
・
十
二
世
紀
を
転
機
と
し

て
、
特
定
の
基
準
に
照
ら
し
て
厳
格
な
応
報
を
下
す
中
世
的
な
〈
応

え
る
神
〉
へ
と
、
劇
的
な
変
貌
を
と
げ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い

そ
の
主
た
る
機
能
は
、「
祟
り
」
か
ら
「
罰
」
へ
と
転
換
し
た（

（1
（

」
と

述
べ
る
。
こ
の
佐
藤
の
「
賞
罰
判
定
の
神
」
説
に
対
し
、
伊
藤
聡
も
、

『
妙
覚
心
地
祭
文
』
で
の
中
世
神
の
イ
メ
ー
ジ
と
一
致
す
る
と
し
て

賛
同
す
る（

（1
（

。

　

古
代
の
神
と
人
間
と
の
関
係
は
、
常
に
神
の
側
か
ら
下
さ
れ

る
、
一
方
的
で
非
合
理
的
な
指
示
に
終
始
し
て
い
た
が
、
中
世
で
は
、

人
間
と
神
と
の
相
互
依
存
が
し
き
り
に
説
か
れ
、
古
代
と
は
異
な
る

双
方
向
的
な
神
人
関
係
が
構
築
さ
れ
た（

（1
（

。
佐
藤
は
古
代
の
託
宣
を

「
啓
示
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
、「
古
代
の
神
の
啓
示
」
が
、
一

方
的
で
場
当
た
り
的
で
「
非
合
理
的
」
な
色
合
い
が
強
い
の
に
対

し
、「
中
世
の
啓
示
」
は
人
間
と
双
方
向
的
で
、
よ
り
「
合
理
的
」

な
も
の
へ
と
変
容
し
た
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
す
な
わ
ち
、
中
世
に
お
い
て
、

「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示
へ
の
変
容
が
実
現
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ

る
。

3
　「
神
性
の
内
在
」
の
面
か
ら
の
解
釈

　

佐
藤
は
、
神
の
内
在
化
は
、「
救
済
者
化
・
超
越
神
化
と
密
接
に

関
わ
る
現
象
」
で
あ
り
、「
古
代
に
お
い
て
、
神
は
ど
こ
ま
で
も
人

間
と
対
峙
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
神
は
人
の
外
側
に
あ
っ
て
、
霊
異

を
現
す
主
体
だ
っ
た
」
が
、
中
世
で
は
、「
心
の
な
か
に
神
の
姿
を

見
出
そ
う
と
す
る
思
想
が
出
現
す
る
」
と
言
う
。
そ
の
例
証
と
し

て
、「
心
は
す
な
わ
ち
神
明
の
主
た
り
」（『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本

記
』）、「
内
外
清
浄
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
神
の
心
と
わ
が
心
と
隔
て
な

し
」（『
伊
勢
大
神
宮
参
詣
記
』）
な
ど
、
中
世
の
諸
文
献
の
散
見
を
指
摘

す
る
。
究
極
の
悟
り
の
境
地
と
人
間
に
内
在
す
る
仏
性
を
連
続
し
て

把
握
し
よ
う
と
す
る
理
論
は
、
大
乗
仏
教
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
本
覚
思
想
的
影
響
が
、
中
世
の
神
祇
の
世
界
に
導
入
さ

れ
、
誰
も
が
内
面
に
も
つ
本
源
的
な
悟
り
の
本
性
と
さ
れ
る
に
至
っ

た
と
す
る（

（2
（

。

　

伊
藤
は
、
心
の
中
の
神
は
新
し
い
神
観
念
で
、『
中
臣
祓
訓
解
』

な
ど
初
期
の
両
部
神
道
書
に
現
れ
た
こ
の
思
想
が
、
そ
の
後
の
伊
勢

神
道
書
に
も
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
り
、
本
来
、
外
部
的
存
在
だ
っ

た
神
が
人
間
の
内
部
に
入
り
込
ん
で
心
と
一
体
化
す
る
と
い
う
神
観

念
の
根
本
的
な
変
容
は
中
世
に
起
き
た
と
、
基
本
的
に
佐
藤
の
論

に
同
調
す
る（

（2
（

。
そ
の
例
と
し
て
、『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』

と
『
倭
姫
命
世
記
』
の
記
述
「
神
垂
祈
禱　

冥
加
正
直
」
の
う
ち
、
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195　井筒俊彦の啓示類型論から見る「心神との対話」構造とその解釈

特
に
「
冥
加
正
直
」
に
焦
点
を
当
て
る
。
こ
れ
は
、
心
に
神
が
存
在

す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
祈
禱
者
は
作
法
自
体
の
正
し
さ
の
み
な

ら
ず
、
心
内
の
態
度
こ
そ
重
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
表

現
だ
と
指
摘
し（

（2
（

、
仏
教
的
な
内
面
性
が
神
道
に
も
た
ら
さ
れ
た
例
と

す
る（

（2
（

。
さ
ら
に
伊
藤
は
、「「
神
道
」
の
形
成
を
、
特
に
中
世
の
問
題

と
し
て
考
え
る
と
き
、
か
か
る
神
と
人
と
の
関
係
性
の
変
化
は
極
め

て
重
要
で
あ
っ
た
。
仏
教
が
専
有
し
て
い
た
救
済
と
自
己
変
革
の
役

割
を
、
神
祇
信
仰
も
担
う
よ
う
に
な
り
始
め
た
の
で
あ
る（

（2
（

」
と
述
べ
、

衆
生
の
救
済
や
悟
り
を
目
指
す
自
己
変
容
と
い
う
仏
教
の
役
割
を
、

民
と
心
情
的
距
離
が
近
し
い
土
着
の
神
々
を
抱
え
る
神
道
が
、
娑
婆

世
界
で
肩
代
わ
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
佐
藤
説
を
踏
ま
え
て
指

摘
す
る
。
中
世
は
、
仏
法
で
は
衆
生
救
済
で
き
な
い
末
法
時
代
で
あ

る
と
の
末
法
思
想
の
影
響
も
見
ら
れ
よ
う
。
た
だ
、
内
面
性
の
問
題

を
、
仏
教
か
ら
神
道
へ
の
通
時
的
変
容
と
直
截
的
に
捉
え
て
よ
い
か

ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
神
仏
関
係
を
論
ず
る
場
合
、
い
わ

ゆ
る
「
文
献
的
・
実
証
的
」
手
法
で
論
じ
易
い
か
ら
と
言
っ
て
、
過

度
に
仏
教
還
元
論
、
本
覚
思
想
還
元
論
に
陥
ら
な
い
慎
重
さ
も
改
め

て
重
要
と
考
え
る（

（2
（

。

　

こ
こ
ま
で
、「
言
語
型
啓
示
」
の
二
類
型
論
と
中
世
神
観
念
の
変

容
論
と
を
中
心
に
、「
神
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
概
観
し

た
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
知
見
の
活
用
を
通
し
て
、
近
世
前
半
の
江
戸

初
期
に
構
想
さ
れ
た
闇
斎
神
学
の
基
盤
に
連
な
る
神
観
念
と
啓
示
の

構
造
と
解
釈
の
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

三　
「
神
観
念
の
変
容
」
と
「
心
神
と
の
対
話
」
と
の�

時
間
的
問
題

1
　
古
代
の
神
の
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
」
と
変
容

　

佐
藤
弘
夫
（
そ
し
て
伊
藤
聡
ら
）
の
基
本
テ
ー
ゼ
「
古
代
の
祟
る
神

＝〈
命
ず
る
神
〉
か
ら
罰
す
る
神
＝〈
応
え
る
神
〉
へ
の
神
観
念
の
変

容
」
で
あ
る
が
、「
祟
る
」
や
「
罰
す
る
」
な
ど
、
あ
る
意
味
、
神

の
特
質
の
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面
」
を
専
ら
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
る
。
し
か
し
、
古
代
に
成
立
し
た
「
記
紀
」
に
様
々
な
特
質
を
持

っ
た
神
々
が
登
場
す
る
し
、
同
一
神
で
も
複
数
の
神
名
や
四
魂
な
ど

異
な
る
特
質
を
持
つ
。
バ
ラ
ン
ス
よ
い
全
体
像
の
把
握
の
た
め
に
は
、

同
時
に
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
」
へ
の
注
目
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、「
古
代
の
恵
み
の
神
＝〈
無
条
件
、
一
方
的
に
万
人
万
物
に
恩
恵

を
与
え
る
神
〉
か
ら
、
育
む
神
／
育
て
る
神
／
褒
め
る
神
＝
個
人
の

霊
的
（
ま
た
は
、
宗
教
的
、
信
仰
的
）
修
行
／
発
達
／
向
上
の
価
値
を

認
め
る
神
＝〈
応
え
る
神
〉
へ
の
神
観
念
の
変
容
」
の
視
点
で
あ
る
。

以
下
、
考
察
を
進
め
た
い
。

　

こ
の
変
容
の
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
」
を
見
て
い
く
と
、
古
代
の
「
祟

る
神
」
＝〈
命
ず
る
神
〉
と
い
う
神
の
裏
面
に
は
、
同
時
に
自
然
の

恵
み
、
生
命
力
に
代
表
さ
れ
る
〈
恩
恵
を
万
人
万
物
に
与
え
る
神
〉

と
い
う
一
元
論
的
汎
神
論
と
呼
ぶ
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
神
観
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念
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か
る
。「
無
条
件
に
万
人
万
物

に
与
え
ら
れ
る
恩
恵
」
と
は
、『
中
臣
祓
風
水
草
』
で
の
山
崎
闇
斎

の
意
見
で
は
、「（
皇
天
）
二
祖
加
護
」
を
意
味
す
る
「
天
御
蔭
・
日

御
蔭
」
の
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。

　

佐
藤
や
伊
藤
自
身
が
、〈
応
え
る
神
〉
と
は
「
賞
罰
の
基
準
を

示
し
対
応
す
る（

（2
（

」
存
在
だ
と
、
良
し
悪
し
の
価
値
判
断
を
含
ま
な

い
「
定
義
」
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「「
賞
罰
」
と
い
う
形
で
、

「
罰
」
が
「
賞
」
と
セ
ッ
ト
で
出
現
す
る
場
合
が
多
い
」
と
ま
で
佐

藤
は
述
べ
る（

（2
（

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
展
開
は
、
中
世

の
〈
応
え
る
神
〉
の
機
能
に
お
い
て
、
善
行
に
対
す
る
褒
賞
の
面
で

な
く
、
専
ら
悪
行
に
対
す
る
処
罰
面
に
言
及
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
悪

行
が
多
い
と
い
う
当
時
の
社
会
状
況
ゆ
え
、
抑
制
的
観
点
か
ら
の
対

応
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
論
が
対
象
と
す
る
神
人
合
一
的
な

神
学
レ
ベ
ル
で
は
、
探
究
者
・
実
現
者
の
数
に
拘
わ
ら
ず
、
善
行
面

に
こ
そ
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
善
行
者
は
そ
れ
に
応
じ
た
褒
美
／

冥
加
を
も
ら
う
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
」
に
注

目
し
た
解
釈
と
し
て
、〈
応
え
る
神
〉＝
個
人
の
霊
的
修
行
／
発
達
の

価
値
を
認
め
て
く
れ
る
神
と
い
う
ラ
イ
ン
に
も
、
も
っ
と
注
目
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
少
な
く
と
も
真
摯
な
宗
教

者
、
そ
の
他
の
真
理
を
探
究
す
る
人
間
に
と
っ
て
、
神
と
の
直
接
的

対
話
で
あ
る
「
啓
示
の
個
人
化（

（2
（

」
で
あ
り
、「
心
神
と
の
対
話
」
の

意
味
な
の
で
あ
る
。

2
　�「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
」
か
ら
の
大
己
貴
神
の
神
観
念
の
変
容
と�

「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示

　

本
論
は
「
心
神
と
の
対
話
」
が
主
題
で
あ
り
、
天
津
神
の
天
照
大

神
で
は
な
く
、
元
々
は
天
（
高
天
原
）
に
属
さ
な
い
国
津
神
の
大
己

貴
神
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
の
検
討
に
際
し
て
、
ま
ず
、
主
体
で
あ

る
大
己
貴
神
の
神
観
念
の
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
」
に
注
目
し
た
変
容
を

見
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、「
古
代
の
祟
り
／
恵
み
の
神
＝〈
遍

く
万
人
万
物
に
恩
恵
を
与
え
る
神
〉
か
ら
、
中
世
の
賞
罰
（
育
む

／
罰
す
る
）
の
神
＝
個
人
の
霊
的
発
達
の
価
値
を
認
め
て
く
れ
る
神

＝〈
応
え
る
神
〉
へ
の
神
観
念
の
変
容
」
の
文
脈
（
神
の
合
理
性
）
で
、

大
己
貴
神
に
対
す
る
神
観
念
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

古
代
の
神
に
は
、
両
義
的
性
格
を
有
す
る
も
の
も
多
い
。
例
え
ば
、

大
己
貴
神
は
祟
り
神
＝
恵
み
の
神
で
あ
っ
た
。
豊
か
さ
を
も
た
ら
す

国
造
り
の
神
で
あ
る
が
、
崇
神
天
皇
の
御
代
、
祟
り
神
と
な
っ
た
大

物
主
大
神
を
、
夢
託
か
ら
子
孫
の
大
田
田
根
子
命
に
祭
ら
せ
る
こ
と

で
、
安
寧
が
も
た
ら
さ
れ
た
（『
日
本
書
紀
』
巻
第
五
）。
し
か
し
、
中

世
の
大
己
貴
神
は
、〈
応
え
る
神
〉
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
が
強
調
さ
れ

て
い
く
。
特
に
大
黒
天（

（3
（

と
の
習
合
が
広
ま
っ
た
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期

に
か
け
て
祟
り
神
と
し
て
の
側
面
は
減
り
、
福
の
神
と
し
て
の
側
面

が
定
着
化
す
る
。
そ
し
て
、
近
世
の
山
崎
闇
斎
の
垂
加
神
道
で
は
、

〈
応
え
る
神
〉
が
さ
ら
に
「
進
化
」
し
た
。
朱
子
学
流
入
後
、「
困
知
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197　井筒俊彦の啓示類型論から見る「心神との対話」構造とその解釈

勉
行
」
の
雛
形
と
し
て
の
大
己
貴
神
で
あ
る
。
善
神
に
な
る
ま
で
の

努
力
、
探
求
プ
ロ
セ
ス
が
注
目
、
評
価
さ
れ
た
（
後
述
）。

　

ま
た
、
佐
藤
・
伊
藤
の
基
本
テ
ー
ゼ
「
古
代
の
祟
る
神
＝〈
命

ず
る
神
〉
か
ら
罰
す
る
神
＝〈
応
え
る
神
〉
へ
の
神
観
念
の
変
容
」

は
、
一
方
向
的
な
古
代
の
神
に
「
神
の
独
自
」
型
啓
示
を
、
双
方
向

的
な
中
世
の
神
に
「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、「
心
神
と
の
対
話
」
は
、
内
容
的
に
は
中
世

的
観
念
論
に
沿
っ
た
も
の
と
も
言
え
る
。

3
　
神
観
念
の
通
時
的
変
容
と
『
日
本
書
紀
』
成
立
時
期
と
の
比
較

　
「
心
神
と
の
対
話
」
は
、
内
容
的
に
は
中
世
的
観
念
に
対
応
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、『
神
代
巻
口
訣
』
の
よ
う
に
、「
幸
魂
奇
魂
」
＝

「
心
神
」
説
も
生
ま
れ
、
支
持
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
問

題
と
な
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
は
、
佐
藤
、
伊
藤
ら
の
い
う
心
の

発
達
の
時
期
で
あ
る
中
世
を
か
な
り
遡
る
時
代
に
書
か
れ
た
と
い
う

歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
大
己
貴
神
と
自
ら
の
幸
魂
・
奇
魂
と
の
自
問

自
答
の
「
神
代
巻
」
の
文
章
自
体
は
、
遅
く
と
も
完
成
す
る
七
二
十

年
ま
で
に
は
書
か
れ
、
そ
の
内
容
の
伝
承
は
そ
れ
以
前
（
奈
良
時
代

以
前
）
か
ら
あ
ろ
う
。
一
方
、
本
覚
思
想
は
、
九
世
紀
前
半
に
空
海

が
本
邦
に
最
初
に
導
入
し
た
と
さ
れ（

（3
（

、
ま
た
神
仏
習
合
の
両
部
神
道

も
空
海
以
後
の
成
立
で
あ
る
の
で
、
大
己
貴
神
の
自
問
自
答
の
逸
話

の
成
立
は
、
短
く
見
積
も
っ
て
も
百
年
ほ
ど
は
先
行
し
て
い
る
。
よ

っ
て
、
舎
人
親
王
ら
の
『
日
本
書
紀
』
編
纂
関
係
者
が
、
本
覚
思
想

の
影
響
下
で
執
筆
し
た
こ
と
は
歴
史
的
・
時
系
列
的
に
あ
り
得
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
編
纂
の
八
世
紀
初
頭
か
ら
、
伊
勢

神
道
が
盛
ん
と
な
っ
た
一
三
世
紀
ま
で
、
五
百
年
先
ん
じ
て
『
日
本

書
紀
』
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
神
と
の
対
話
型
啓
示
や

そ
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
神
は
、
中
世
に
誕
生
し
た
の
で
は

な
く
、
古
代
以
前
に
お
い
て
も
独
白
型
と
共
存
し
て
い
た
と
考
え

る
方
が
自
然
で
あ
る
。
対
話
型
啓
示
／
応
じ
る
神
観
念
が
、『
日
本

書
紀
』
の
「
心
神
」
の
逸
話
に
見
ら
れ
る
点
か
ら
も
、「
幸
魂
奇
魂
」

で
あ
れ
、「
心
神
」
で
あ
れ
、
内
在
神
と
い
う
観
念
は
中
世
に
な
っ

て
初
め
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
決
し
て
言
え
な
い
。

　

日
本
思
想
史
に
お
い
て
は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
神
観
念
の
変
容

と
並
行
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
が
、
中
世
的
自
我
意
識
が
誕
生

す
る
中
世
の
時
代
に
至
っ
て
、
対
話
型
啓
示
と
し
て
注
目
さ
れ
た
と

は
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
解
釈
が
、
遅
く
と
も
江
戸
初

期
の
闇
斎
に
先
行
す
る
『
神
代
巻
口
訣
』
の
時
代
に
成
立
し
、
一
定

の
合
意
が
共
有
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
時
に
、
そ
の
よ
う

な
神
観
念
が
、
古
代
に
も
あ
っ
た
可
能
性
も
排
除
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

つ
ま
り
、「
神
の
内
在
」、
ま
た
は
、
個
人
に
神
性
が
宿
っ
て
い
る

と
い
う
意
識
は
、
本
覚
思
想
の
定
着
以
前
に
、
古
代
日
本
に
も
存
在

し
て
お
り
、
心
神
の
逸
話
は
そ
の
一
つ
の
例
証
と
の
見
方
も
可
能
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
背
景
と
し
て
の
日
本
文
化
の
風
土
に
は
、
元
々
、
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日
本
の
宗
教
信
仰
文
化
に
は
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
要
素
が
強
い
こ
と

は
よ
く
指
摘
さ
れ
、
人
間
個
人
も
魂
、
神
性
、
生
命
力
が
内
在
し
て

い
る
こ
と
は
、
常
識
と
し
て
古
代
よ
り
信
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
、
本
論
の
研
究
対
象
は
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ

た
「
幸
魂
・
奇
魂
」
と
い
う
大
己
貴
神
個
人
の
「
魂
」
で
あ
る
。
こ

の
例
以
外
に
も
、「
魂
」「
玉
」「
霊
」
な
ど
の
言
葉
は
「
記
紀
」
に

も
多
く
見
ら
れ
る
。「
神
」
が
内
部
に
入
る
、
内
在
し
て
い
る
と
い

う
観
念
は
、
本
覚
思
想
の
経
験
を
経
た
中
世
を
待
つ
必
要
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
古
代
の
個
人
に
内
在
す
る
神
性
と
、
中
世
の
個
人
に
内

在
す
る
神
性
と
の
観
念
の
違
い
は
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
古
代
の

方
は
特
殊
な
個
人
レ
ベ
ル
で
、
中
世
の
方
は
社
会
レ
ベ
ル
で
の
変
容

傾
向
で
あ
る
な
ど
と
推
察
さ
れ
る
。

　

以
上
、
個
人
内
部
に
神
性
が
宿
る
と
い
う
「
神
観
念
」
は
、
古
代

律
令
国
家
以
前
か
ら
（
少
な
く
と
も
無
意
識
的
と
も
言
え
る
深
層
で
は
）
存

在
し
て
い
た
例
証
を
、「
心
神
と
の
対
話
」
か
ら
も
獲
得
で
き
る
こ

と
が
、
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
世
思
想
史
研
究
等
に
見
ら
れ
る

が
、
仏
教
の
仏
性
を
本
覚
思
想
と
の
習
合
の
過
程
で
神
道
が
取
り
入

れ
た
と
い
う
発
展
モ
デ
ル
は
、
少
な
く
と
も
唯
一
の
正
解
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
も
し
古
代
の
「
心
神
と
の
対
話
」
の

成
立
に
本
覚
思
想
が
関
わ
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
思

想
的
潮
流
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
見
て
い
き
た

い
。

四　

共
時
論
的
構
造
と
し
て
の�

「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示
と
「
神
人
合
一
」

　

井
筒
俊
彦
は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、「
東
洋
哲
学
全
体
の
、

共
時
論
的
構
造
化
」
の
基
礎
資
料
を
集
め
、
意
識
形
而
上
学
の
構
造

を
、「
神
秘
哲
学
」
を
核
と
す
る
新
た
な
見
地
か
ら
構
築
し
よ
う
と

し
た（

（3
（

。
そ
の
文
脈
上
の
ひ
と
つ
の
基
礎
概
念
と
し
て
の
「
神
と
の

対
話
」
型
啓
示
は
、「
共
時
論
的
構
造
化
」
の
例
で
あ
り
、
一
定
の

普
遍
性
を
持
つ
類
型
論
で
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
日
本
的
天
台
本

覚
論
が
関
わ
ら
な
く
て
も
、
そ
れ
以
前
で
も
存
在
し
た
可
能
性
は
あ

る
。
佐
藤
弘
夫
は
、
中
世
に
「
双
方
向
的
な
神
と
の
対
話
」
が
成
立

し
た
と
述
べ
る
が
、
必
ず
し
も
中
世
と
い
う
時
代
だ
け
に
「
神
性
の

内
在
」
観
念
を
限
定
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
以
下
、
井
筒
の

あ
げ
る
代
表
的
な
「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示
の
例
で
あ
る
バ
ス
タ
ー

ミ
ー
の
逸
話
と
の
対
比
を
通
し
て
、「
心
神
と
の
対
話
」
が
提
示
す

る
問
題
の
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

1
　
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
「
対
話
」
の
解
釈

　
「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示
や
「
応
じ
る
神
観
念
」
は
、
時
代
的

に
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
初
期
、
九
世
紀
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
（Bayazid 

Bastam
i 

七
七
七
─
八
七
四
）
や
「
汎
神
論
的
」
神
観
念
を
持
つ
ズ
ン

ヌ
ー
ン（

（3
（

（D
hul-N

un al-M
isri 

七
九
六
─
八
六
一
）
の
よ
う
な
、
日
本
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と
関
わ
り
の
な
い
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
で
も
見
ら
れ
る
。
井
筒

に
よ
る
と
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
思
考
法
の
最
大
の
特
徴
は
、
神
と

人
間
の
対
話
と
い
う
形
を
取
る
進
展
で
あ
り
、
究
極
的
に
「
神
的

第
一
人
称
」
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
自
己
の
内
な
る
神
と
の
対

話
は
、
真
の
自
己
の
探
求
、
イ
ン
ド
哲
学
的
に
は
「
ア
ー
ト
マ
ン 

（A
tm

an

）」
の
深
層
の
探
求
で
あ
り
、
自
己
消
去
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ

り
、
人
間
的
な
「
我
（
ア
ー
ト
マ
ン
）」
の
消
去
は
、
神
的
「
我
（
ブ

ラ
フ
マ
ンBrahm

an

）」
の
存
在
を
意
味
す
る（

（3
（

。

　

バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
思
考
形
態
は
、
神
と
の
一
問
一
答
を
通
し
て
、

神
と
人
間
と
の
間
に
、
弁
証
法
的
に
対
話
空
間
＝
「
場
」
を
拓
く

も
の
で
あ
る（

（3
（

。
そ
の
「
場
」
で
、
二
つ
の
言
語
的
主
体
、「
我
」
と

「
汝
」
が
相
互
に
交
替
し
つ
つ
、
人
的
か
ら
神
的
な
ペ
ル
ソ
ナ
へ
の

転
換
プ
ロ
セ
ス
が
進
む（

（3
（

。
人
間
的
一
人
称
か
ら
「
神
的
一
人
称
」
へ

の
転
成（

（3
（

と
い
う
神
人
合
一
過
程
で
あ
る
。
そ
の
究
極
状
態
で
の
「
私

は
神
だ
」
と
い
う
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
発
言
は
、
合
一
の
完
成
を
示
す

と
同
時
に
、
誤
解
も
生
ん
だ
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

以
上
の
井
筒
が
紹
介
す
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
神
と
の
内
的
対
話

の
体
験
と
、
大
己
貴
神
の
「
心
神
と
の
対
話
」
体
験
と
の
間
に
は

同
質
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
大
枠
で
は
、
大
己
貴
神
の

「
心
神
」
と
の
対
話
は
、「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示
と
分
別
で
き
よ
う
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
逸
話
は
、
当
然
な
が
ら
、
地
域
的
に
も
時
代
的
に

も
（「
神
代
巻
」
に
遅
れ
る
こ
と
、
約
二
百
年
）
本
覚
論
の
影
響
下
に
は
な

く
、
個
別
の
環
境
の
中
で
の
普
遍
的
、
共
時
的
構
造
の
発
現
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
シ
ー
ア
派
の
「
内
面
的
啓
示（

（3
（

」
の
伝
統

が
あ
り
、
そ
の
源
流
を
探
る
と
、
シ
ー
ア
派
（
特
に
グ
ノ
ー
シ
ス
や
新

プ
ラ
ト
ン
主
義
の
神
秘
哲
学
の
影
響
を
受
け
た
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
）、
よ
り

古
く
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
ペ
ル
シ
ャ
の
地
で
盛
ん
で
あ
っ
た
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
神
と
の
合
一
の
神
秘
思
想
に
至
る
。
さ
ら
に
、
九

世
紀
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
初
期
形
成
期
に
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
や
サ
ン

キ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
系
の
「
梵
我
一
如
」
の
古
代
イ
ン
ド
思
想
も
大
き
な

影
響
を
与
え
た
と
も
言
わ
れ
る（

（4
（

。

2
　「
梵
我
一
如
」
観
の
日
本
へ
の
流
入
時
期
の
検
討

　

日
本
的
な
「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示
の
背
景
と
し
て
は
、
古
代

か
ら
の
神
懸
か
り
や
託
宣
の
宗
教
的
伝
統
の
共
時
的
存
在
へ
の
配

慮
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
本
覚
思
想
そ
の
も
の
が
、
仏
教

伝
来
以
前
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
要
素
を
持
つ
日
本
的
宗
教
観
の
影
響

を
受
け
、
大
陸
の
仏
教
か
ら
は
変
質
し
た
概
念
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
さ
ら
に
、
空
海
以
前
、『
日
本
書
紀
』
編
纂
以
前
、
奈
良
時

代
以
前
に
、
本
覚
思
想
的
な
考
え
が
す
で
に
日
本
に
流
入
し
て
お

り
、「
心
神
」
の
逸
話
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
検
討
の
余
地
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
い
わ
ゆ
る
、
本
覚
思
想
の
元
と
な
る
「
如
来
蔵 

（T
athagatagarbha

）」
概
念
の
日
本
へ
の
流
入
時
期
が
、『
日
本
書

紀
』
編
纂
以
前
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
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「
如
来
蔵
」
は
、
イ
ン
ド
で
二
、
三
世
紀
に
成
立
し
た
中
期
大
乗

仏
教
思
想
で
あ
る
。「
仏
性
」
が
す
べ
て
の
人
に
あ
り
、
悟
り
を
開

け
る
と
す
る
。
初
期
大
乗
仏
教
の
法
華
経
で
は
「
仏
種
」
と
し
て
、

中
期
大
丈
仏
教
の
『
涅
槃
経
』
で
は
「
仏
性
」
と
し
て
、『
勝
鬘
経
』

に
は
「
如
来
蔵
」
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。
日
本
へ
の
「
如
来
蔵
」
の

伝
来
時
期
は
、
聖
徳
太
子
著
と
さ
れ
る
『
勝
鬘
経
義
疏
』
の
成
立

は
六
一
一
年
と
も
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
六
一
〇
年
代
に
は
、
聖
徳

太
子
や
当
時
の
高
僧
に
、「
梵
我
一
如
」（
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
ア
ー
ト
マ
ン

の
合
一
）
的
概
念
が
知
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
く
な
い
。
こ
れ
は
、

『
日
本
書
紀
』
編
纂
の
百
年
以
上
も
前
で
、
そ
の
概
念
が
土
着
的
な

宗
教
思
想
や
信
仰
の
中
に
入
り
込
む
時
間
的
な
余
裕
は
あ
る
。

　

ま
た
、
傍
証
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
原
理
を
人
格
神
化
し

た
「
ブ
ラ
フ
マ
ー 

（Brahm
a

）」
は
、
梵
天
と
し
て
、
東
大
寺
法
華

堂
乾
漆
像
、
法
隆
寺
旧
食
堂
塑
像
、
唐
招
提
寺
金
堂
木
像
な
ど
天
平

時
代
に
像
が
複
数
残
っ
て
い
る
こ
と
や
、
梵
天
・
帝
釈
天
と
関
連
深

い
四
天
王
を
祀
る
寺
が
、
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
五
九
三
年
に
造
営
さ

れ
た
（『
日
本
書
紀
』）
こ
と
か
ら
も
、
奈
良
時
代
前
期
、
お
そ
ら
く
は

そ
れ
以
前
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
梵
天
と
と
も
に
、
梵

我
一
如
の
概
念
も
（
不
完
全
な
形
で
あ
れ
）
流
入
し
、
そ
れ
に
触
れ
た

人
が
、
日
本
古
来
の
神
観
と
の
類
似
性
に
も
共
感
し
、
自
然
と
受
け

入
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
一
方
、
神
仏
習
合
は
、「
神
身

離
脱
」
説
や
「
護
法
善
神
」
説
な
ど
の
教
説
を
元
に
広
が
っ
て
行
っ

た
が
、
そ
れ
ら
は
、
奈
良
時
代
前
期
に
中
国
仏
教
の
教
説（

（4
（

を
ま
と
め

て
受
容
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
興
で
国
家
権
力
と
結
び
つ
い
た
道
慈（

（4
（

（
?
─
七
四
四
）
ら
の
仏
僧
が
中
心
と
な
っ
て
広
め
た
と
推
察
さ
れ
る（

（4
（

。

そ
の
結
果
、
奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
、
具
体

的
に
は
神
宮
寺
の
建
立
数
の
変
化
か
ら
、
全
国
的
に
広
ま
っ
た
こ
と

が
あ
る
程
度
推
測
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
当
時
の
文
献
を
含
め
、
仏
が
神
の

上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
た
と
の
主
張
は
仏
教
側
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、

必
ず
し
も
神
祇
信
仰
・
神
道
側
が
同
意
す
る
説
で
は
な
い
こ
と
も
留

意
す
る
必
要
が
あ
る（

（4
（

。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
た
と
え
仏
教
側
の

説
が
正
し
い
と
し
て
も
、
イ
ン
ド
的
な
多
神
観
と
日
本
の
風
土
的
な

多
神
観
に
共
時
的
構
造
が
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
梵
我
一
如
的

観
点
が
、
本
覚
思
想
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
前
の
神
仏
習
合
の
成
立

を
待
た
ず
し
て
、
日
本
に
溶
け
込
ん
だ
と
言
う
可
能
性
は
否
定
で
き

ず
、
十
分
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　

無
我
／
空
を
根
本
と
す
る
仏
教
か
ら
見
る
と
、
多
神
教
的
、
反
仏

教
的
性
格
も
あ
る
梵
我
一
如
が
、
如
来
蔵
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
日

本
仏
教
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
伝
わ
っ
た
が
、
多
神
教
的
な
風
土
を

持
つ
日
本
に
お
い
て
、
解
凍
さ
れ
、
本
覚
思
想
と
し
て
日
本
仏
教
を

借
り
て
、
花
開
い
た
と
も
言
え
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
中
世
の
心
神

概
念
を
持
つ
神
道
は
、
神
仏
習
合
で
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
成
立

し
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
質
的
に
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
（
仏

教
も
そ
の
一
派
と
す
る
）
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
い
え
る
の
で
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201　井筒俊彦の啓示類型論から見る「心神との対話」構造とその解釈

は
な
い
か
。「
如
来
蔵
」
思
想
の
源
流
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
す
な
わ

ち
、
イ
ン
ド
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
哲
学
の
中
心
思
想
で
あ
る
梵
我
一

如
観
で
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
は
、
上
村
勝
彦（

（4
（

や
松

本
史
朗（

（4
（

の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
覚
思
想
、
日
本
密
教
、

神
道
（
伊
勢
神
道
等
）
だ
け
で
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
な
ど
も
、

「
梵
我
一
如
」
的
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
点
で
共

通
す
る
。
ま
た
、
伊
勢
神
道
か
ら
垂
加
神
道
に
至
る
ま
で
、「
心
神
」

は
心
臓
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
ア
ー
ト
マ
ン
も
心
臓
に
あ
る
と
さ
れ

て
い
る（

（4
（

。
本
論
は
、
異
な
る
文
化
／
文
明
、
時
代
と
場
所
に
お
け
る

普
遍
性
、
共
時
性
を
大
切
に
す
る
が
、
伝
播
説
の
可
能
性
を
排
除
す

る
も
の
で
は
な
い
。
普
遍
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別

性
を
持
ち
な
が
ら
定
着
、
発
展
し
た
と
考
え
る
。

3
　�

神
秘
主
義
的
「
神
人
合
一
」
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
「
困
知
勉
行
」

　

近
世
人
で
あ
る
山
崎
闇
斎
は
、「
心
神
」
を
通
じ
て
の
「
神
人

合
一
」
を
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
古
代
か
ら
中
世
の
背
景
プ
ロ
セ

ス
の
議
論
を
包
摂
す
る
形
で
、
自
身
の
神
学
体
系
の
核
と
し
て
位
置

づ
け
た
と
評
価
で
き
る
。
十
七
世
紀
、
近
世
前
半
と
い
う
近
世
的
自

我
の
形
成
期
に
構
築
さ
れ
た
闇
斎
神
学
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
儒

教
・
朱
子
学
的
な
概
念
（
主
に
「
困
知
勉
行
」）
の
導
入
に
よ
る
統
合

的
成
長
に
注
目
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
以
下
に
論
ず
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
が
、
井
筒
の
啓
示
論
で
は
、
大
己
貴
神
と
自
ら
の

心
神
と
の
「
自
問
自
答
」
は
「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示
の
一
つ
の
例

と
考
え
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
形
の
啓
示
の
成
立
必
須
条

件
は
、
そ
の
啓
示
を
受
け
る
も
の
が
高
次
の
意
識
レ
ベ
ル
ま
で
上
昇

し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

闇
斎
神
学
に
お
け
る
大
己
貴
神
は
、
素
戔
嗚
尊
と
と
も
に
、
特
徴

的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
強
靭
な
意
志
を
持
ち
、
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
偉
業
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
「
困
知
勉
行
」
概

念
の
実
践
者
の
象
徴
で
あ
り
、
通
常
の
人
々
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
、
人

間
成
長
の
理
想
形
、
共
感
的
な
存
在
で
あ
る
。
大
己
貴
神
は
、
高
天

原
の
世
界
と
は
、
直
接
的
に
は
無
関
係
に（

（4
（

、
こ
の
現
世
「
葦
原
中

国
」
を
統
一
し
た
「
偉
人
」
で
あ
る
。
本
人
は
気
付
か
ず
と
も
心

神
と
対
話
で
き
る
段
階
ま
で
、
す
な
わ
ち
、
潜
在
意
識
の
言
葉
を

意
識
レ
ベ
ル
で
受
け
止
め
ら
れ
る
ま
で
心
身
レ
ベ
ル
が
成
長
し
て

い
る
と
の
深
層
心
理
学
的
な
解
釈
（
例
え
ば
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
の active 

im
agination 

技
法
の
文
脈
で
）
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
真

理
の
探
究
者
と
し
て
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
他
の
神
と
の
内
的
対
話
の
事

例
と
比
較
検
討
の
意
義
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

人
間
側
か
ら
い
う
と
、
神
と
の
対
話
の
た
め
に
は
、
修
行
等
を
通

じ
て
変
性
意
識
状
態
に
至
る
努
力
が
必
須
で
あ
る
。
そ
の
前
提
は
、

「
神
」
が
個
々
人
に
内
在
す
る
と
い
う
神
観
念
の
存
在
で
あ
る
。
そ

の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
近
世
的
原
理
と
し
て
、
闇
斎
は
「
困
知
勉
行
」

を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（5
（

。
臨
済
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た
闇
斎
に
と
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っ
て
、
自
力
聖
道
門
的
な
「
困
知
勉
行
」
は
理
解
し
易
い
考
え
で
あ

っ
た
ろ
う（

（5
（

。
大
己
貴
神
や
素
戔
嗚
尊
を
「
困
知
勉
行
」
の
神
に
分
類

し
、
多
く
の
人
間
の
歩
む
べ
き
道
の
雛
形
と
考
え
た
。「
困
知
勉
行
」

の
大
己
貴
神
の
変
容
は
、
万
人
に
潜
在
的
に
神
性
が
内
在
し
、
行
為

を
通
し
て
成
長
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
井
筒
の
提
唱
す
る
神
秘
哲

学
的
構
造
の
神
人
合
一
（「
無
分
節
」）
体
験
へ
の
上
昇
プ
ロ
セ
ス
に

対
応
す
る
闇
斎
神
学
の
核
心
と
察
す
る
。

お
わ
り
に
─
「
統
合
の
秘
儀
」
と
し
て
の
「
心
神
の
対
話
」
と

包
括
的
認
識
の
可
能
性

　

大
己
貴
神
の
「
心
神
と
の
対
話
」
の
逸
話
の
結
論
は
、「
生
前
」

に
自
身
の
「
幸
魂
奇
魂
」
を
三
諸
山
に
三
輪
の
神
と
し
て
祀
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
心
神
」
の
概
念
は
、
最
初
、
伊
勢
神
道
に

見
ら
れ
る
が
、
国
津
神
で
あ
る
大
己
貴
神
の
魂
と
天
津
神
の
分
霊
で

あ
る
心
神
と
の
同
一
性
は
、
文
献
上
で
は
、『
神
代
巻
口
訣
』
に
よ

っ
て
最
初
に
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
前
の
鎌
倉
期
に

整
備
さ
れ
た
「
神
道
五
部
書
」
な
ど
の
伊
勢
神
道
に
は
見
ら
れ
な
い
。

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を
神
書
と
す
る
闇
斎
神
学
に
お
い
て
、「
心
神

の
対
話
」
は
、
天
津
神
と
国
津
神
と
の
統
合
の
秘
儀
を
核
心
に
含
む

「
神
と
の
対
話
」
型
啓
示
と
も
解
釈
で
き
る
。

　

神
人
合
一
と
い
う
本
質
に
お
い
て
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
に
代
表
さ
れ

る
「
対
話
」
と
「
心
神
の
対
話
」
の
両
者
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か

し
、
大
き
な
相
違
と
し
て
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
は
「
神
的
一
人
称
」
に

至
り
、
そ
の
ま
ま
自
己
の
身
体
に
内
在
化
し
た
。
一
方
、
大
己
貴
神

は
一
致
す
る
こ
と
を
体
認
し
た
の
ち
に
、
外
在
化
し
て
祀
る
。
す
な

わ
ち
、「
生
祀
」
し
た
。
前
者
は
あ
く
ま
で
主
観
的
で
瞬
間
的
な
神

と
の
二
者
関
係
、
神
人
合
一
体
験
で
あ
る（

（5
（

。
後
者
も
神
と
の
二
者
関

係
で
あ
る
が
、「
生
祀
」
に
よ
り
外
在
化
す
る
点
で
、
神
人
合
一
体

験
の
客
観
化
、
固
定
化
（
恒
久
化
）
の
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
生
祀
」
は
、
闇
斎
神
学
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
神
学
的
、

信
仰
実
践
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
吉
田
神
道
な
ど
に
も
多
少
の
人

霊
祭
祀
の
概
念
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、「
生
祀
」
に
は
闇
斎
神
学
の
独

自
性
が
非
常
に
強
く
、「
霊
社
号
」
の
み
な
ら
ず
「
生
祀
」
ま
で
実

践
し
た
の
は
、
闇
斎
以
外
に
は
大
山
為
起
と
跡
部
良
顕
く
ら
い
で
あ

る（
（5
（

こ
と
も
そ
の
特
異
性
を
示
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
究
極
的
、
包
摂

的
統
合
の
秘
儀
「
心
神
」
の
具
現
化
が
「
生
祀
」
と
言
え
よ
う
。

　

最
後
に
、「
心
神
と
の
対
話
」
の
主
題
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

よ
う
に
、
本
邦
に
お
い
て
も
、
古
代
の
『
日
本
書
紀
』
か
ら
、
中
世

の
神
道
家
、
近
世
の
山
崎
闇
斎
と
そ
の
流
れ
、
そ
し
て
本
論
を
書
い

て
い
る
現
代
に
至
る
ま
で
、
神
人
合
一
や
身
心
一
如
に
関
わ
る
核
心

部
分
で
一
貫
し
て
重
要
な
意
味
を
持
ち
続
け
て
き
た
。
今
後
、
さ

ら
な
る
多
面
的
、
比
較
思
想
的
な
観
点
の
導
入
に
よ
る
研
究
の
展
開

が
望
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
の
一
定
数
の
集
積
に
よ
っ
て
、
従

来
よ
り
包
摂
的
に
、
日
本
思
想
史
や
神
秘
思
想
史
の
一
部
と
し
て
の
、
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203　井筒俊彦の啓示類型論から見る「心神との対話」構造とその解釈

神
道
思
想
史
や
山
崎
闇
斎
の
神
学
思
想
の
理
解
の
道
も
開
け
て
く
る

と
考
え
る
。

注
（
1
）	

『
日
本
書
紀
〈
上
〉』（
日
本
古
典
文
学
大
系
新
装
版
、
岩
波
書

店
、
一
九
九
三
年
）
一
三
〇
頁
。

（
2
）	

「
古
代
人
に
と
っ
て
は
、
魂
は
肉
体
を
離
れ
て
行
動
し
う
る
も

の
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
魂
だ
け
が
現
れ
る
と
考
え
得
た
」

（
前
掲
『
日
本
書
紀
〈
上
〉』
一
三
〇
頁
注
二
）
と
注
記
さ
れ
る
。
ま

た
、「
大
己
貴
命
は
独
力
で
国
土
経
営
を
し
て
協
力
者
が
い
な
い
の

を
嘆
い
た
時
、
命
自
身
の
も
っ
て
い
る
幸
魂
・
奇
魂
と
い
う
協
力
者

が
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
幸
魂
・
奇
魂
に
教
え
ら
れ
る
。
結
局
、
自
問

自
答
と
い
う
こ
と
に
な
る
」（『
日
本
書
紀
①
』
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
2
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
、
一
〇
五
頁
注
四
）
と
の
注
記
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
闇
斎
自
身
も
「
ス
ベ
テ
コ
コ
ハ
自
問
自
答
ゾ
（
中

略
）
ナ
ン
ゾ
ト
自
問
自
答
ナ
サ
レ
タ
ゾ
。
ソ
コ
デ
自
ラ
御
合
点
ナ

サ
レ
テ
、
コ
レ
コ
ソ
則
是
心
神
也
ト
シ
ラ
セ
ラ
レ
タ
ゾ
」（「
神
代

巻
講
義
」、『
近
世
神
道
論 

前
期
国
学
』
日
本
思
想
大
系
、
岩
波
書

店
、
一
九
七
二
年
、
一
六
七
頁
）
と
講
じ
た
。
こ
の
逸
話
は
、
大
己

貴
神
自
身
に
内
在
す
る
神
性
と
の
自
問
自
答
で
あ
る
と
の
基
本
認
識

は
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
学
識
者
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。

（
3
）	

貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
の
忌
部
正
通
の
著
作
と
さ
れ
る
。
江

戸
初
期
の
偽
作
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
刊

行
の
『
日
本
書
紀
神
代
合
解
』
に
は
、
清
原
宣
賢
編
と
し
て
、
忌
部

正
通
『
神
代
巻
口
訣
』
は
、
一
条
兼
良
『
日
本
書
紀
纂
疏
』、
吉
田

兼
俱
『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』、
清
原
宣
賢
『
日
本
書
紀
抄
』
と
と

も
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
同
年
、
闇
斎
も
『
口
訣
』
を
校

刊
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
す
で
に
権
威
あ
る
書
で
あ
っ
た
こ

と
は
明
白
で
、
こ
こ
で
は
通
説
に
従
い
中
世
の
作
と
す
る
。

（
4
）	

井
筒
は
多
く
の
著
作
、
初
期
の
『
神
秘
哲
学

─
ギ
リ
シ
ア
の

部
』（『
世
界
哲
学
講
座
十
四
』
哲
学
修
道
院
、
一
九
四
九
年
）
か
ら
、

絶
筆
の
『
意
識
の
形
而
上
学

─
「
大
乗
起
信
論
」
の
哲
学
』（
中

央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）
ま
で
生
涯
一
貫
し
て
「
神
秘
哲
学
」
の

共
時
論
的
な
構
造
を
探
究
し
た
。

（
5
）	

心
神
と
大
己
貴
神
と
の
対
話
は
、「
神
と
神
と
の
対
話
」
で
は

な
い
か
と
の
異
論
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
心
神
」
が
根
元
神
た
る

天
之
御
中
主
神
の
分
霊
で
あ
る
の
に
対
し
、
逸
話
中
の
大
己
貴
神

は
、
そ
の
よ
う
な
絶
対
神
で
は
な
く
、
日
本
国
土
に
お
け
る
国
造
り

の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
神
的
な
偉
人
、
大
王
的
存
在
と
し
て
描
か
れ

る
。
自
己
の
偉
業
を
奢
る
気
持
ち
や
腹
心
を
失
っ
た
喪
失
感
な
ど
人

間
臭
い
存
在
で
あ
り
、「
心
神
」
と
の
対
比
か
ら
見
た
場
合
、
相
対

的
に
人
間
と
し
て
捉
え
、
二
人
称
的
な
「
神
と
人
と
の
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
み
な
す
こ
と
に
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
6
）	
井
筒
俊
彦
「
言
語
現
象
と
し
て
の
「
啓
示
」」（『
井
筒
俊
彦
全

集
』
第
十
巻
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
一
四
〇
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─
一
四
六
頁
。

（
7
）	

同
前
、
一
四
六
頁
。

（
8
）	
特
に
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
い
て
知
ら
れ
る
分
類
概
念
に
、

「
一
般
啓
示
」（general revelation

） 

と
「
特
殊
啓
示
」（special 

revelation
） 
と
が
あ
る
。「
一
般
啓
示
」
は
、
自
然
啓
示 

（natural 
revelation

） 
と
も
呼
ば
れ
、
自
然
界
や
歴
史
そ
の
も
の
が
啓
示
で

あ
り
、
神
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
自
然
神
学
に
基
づ
く
。
こ
の
立

場
に
立
つ
自
由
主
義
神
学
（
リ
ベ
ラ
ル
）
の
代
表
的
な
学
者
に
は
、

Ｆ
・
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
（
一
七
六
八
─
一
八
三
四
）
が
い
る
。

（
9
）	

「
特
殊
啓
示
」
は
、
啓
示
神
学
、
福
音
主
義
神
学
に
基
づ
く
理

解
で
あ
る
。
聖
書
の
内
容
を
絶
対
視
す
る
。
代
表
的
な
学
者
に
は
、

弁
証
法
神
学
の
Ｋ
・
バ
ル
ト
（
一
八
八
六
─
一
九
六
八
）
や
Ｅ
・
ブ

ル
ン
ナ
ー
（
一
八
八
九
─
一
九
六
六
）
ら
が
い
る
。

（
10
）	

井
筒
俊
彦
「T

A
T

 T
V

A
M

 A
SI

（
汝
は
そ
れ
な
り
）」（
前
掲

『
井
筒
俊
彦
全
集
』
第
十
巻
）
三
四
一
頁
。

（
11
）	

「
神
と
人
と
の
あ
い
だ
に
、
言
語
的
（
＝
社
会
的
）
共
同
意
識

の
場
が
成
立
し
な
い
限
り
、
唯
一
可
能
な
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
、
神
の
側
か
ら
の
一
方
的
な
語
り
か
け
、「
の
り
ご
と
」
あ

る
の
み
。
そ
れ
を
術
語
的
に
「
啓
示
」
と
い
う
の
だ
」（
前
掲
『
井

筒
俊
彦
全
集
』
第
十
巻
、
三
四
一
頁
）。

（
12
）	

井
筒
俊
彦
前
掲
「T

A
T

 T
V

A
M

 A
SI

」
三
四
一
─
三
四
二
頁
。

（
13
）	

伊
藤
正
義
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭

─
太
平
記
に
お
け
る
卜
部

兼
員
説
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
学
』
岩
波
書
店
、
四
〇
─
一
〇
、
一
九

七
二
年
）
二
八
─
四
八
頁
。

（
14
）	

佐
藤
弘
夫
「
中
世
に
お
け
る
神
観
念
の
変
容
」（『
中
世
神
話
と

神
祇
・
神
道
世
界
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
）
二
九
頁
。

（
15
）	

「
祟
り
を
な
す
〈
命
ず
る
神
〉
か
ら
賞
罰
を
下
す
〈
応
え
る
神
〉

へ
。
私
は
こ
こ
に
、
神
々
の
古
代
か
ら
中
世
へ
の
転
換
を
見
出
し
た

い
の
で
す
」（「
祟
り
神
の
変
身
」、『
日
本
思
想
史
学
』
三
一
、
一
九

九
九
年
、
五
六
頁
）。

（
16
）	

佐
藤
弘
夫
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
変
貌
』（
法
藏
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

五
〇
頁
。

（
17
）	

伊
藤
聡
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』（
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
一
六
年
）
一
五
五
頁
。

（
18
）	

佐
藤
弘
夫
前
掲
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
変
貌
』
一
一
一
頁
。

（
19
）	

佐
藤
弘
夫
『
偽
書
の
精
神
史
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
）
二

一
四
─
二
一
五
頁
。

（
20
）	

こ
の
段
落
で
の
引
用
は
、
す
べ
て
、
佐
藤
弘
夫
前
掲
「
中
世
に

お
け
る
神
観
念
の
変
容
」
二
八
頁
。

（
21
）	

伊
藤
聡
前
掲
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』
一
五
五
─
一
六
八

頁
。

（
22
）	

同
前
、
一
五
六
頁
。

（
23
）	

筆
者
は
、
古
代
の
神
聖
な
儀
式
に
お
い
て
も
、
外
的
な
所
作
の

正
し
さ
だ
け
な
く
、
古
来
よ
り
、
心
身
の
清
浄
、
心
の
態
度
（
心
と

身
体
の
分
離
概
念
の
明
確
度
は
不
明
だ
が
）
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た

と
の
立
場
を
と
る
。
そ
の
元
型
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
で
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の
天
照
大
神
と
素
盞
嗚
尊
と
の
誓
約
が
あ
げ
ら
れ
る
。
儀
式
の
行
為

者
の
心
の
態
度
、
内
心
の
清
濁
が
儀
式
の
結
果
（
三
女
神
・
五
男
神

の
誕
生
と
し
て
）
に
直
接
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
、
古
代
か
ら
知
ら
れ

て
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
24
）	

伊
藤
聡
前
掲
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』
一
六
八
頁
。

（
25
）	

例
え
ば
、
高
橋
美
由
紀
は
、
山
折
哲
雄
の
「
古
代
日
本
に
お
け

る
神
と
仏
の
関
係
」（『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
二
九
号
、
一

九
八
〇
年
）
で
の
、
神
仏
習
合
や
本
地
垂
迹
等
の
仏
教
的
論
理
に
基

づ
く
従
来
の
神
仏
関
係
の
歴
史
的
研
究
の
持
つ
方
法
論
的
限
界
に
つ

い
て
の
指
摘
を
引
き
継
い
で
、
仏
教
側
か
ら
の
枠
組
み
を
基
本
的
前

提
と
す
る
視
点
か
ら
の
離
脱
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
（「
神
仏

習
合
と
神
仏
隔
離
」、『
神
道
思
想
史
研
究
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一

三
年
、
九
一
─
九
二
頁
）。

（
26
）	

「
二
祖
之
加
護
、（
中
略
）
不
三
止
及
二
于
万
神
一
而
及
二
于
天
下

万
人
万
物
一
」（
山
崎
闇
斎
「
中
臣
祓
風
水
草
」、『
神
道
大
系 

垂
加

神
道
（
上
）』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
四
年
、
七
二
頁
）。

（
27
）	

佐
藤
弘
夫
前
掲
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
変
貌
』
四
六
頁
。

（
28
）	

佐
藤
弘
夫
前
掲
「
祟
り
神
の
変
身
」
五
五
頁
。

（
29
）	

「
託
宣
や
祟
り
の
解
釈
は
、
古
代
に
お
い
て
は
す
ぐ
れ
て
国
家

的
・
公
的
な
行
事
で
あ
っ
た
。
個
人
が
私
的
に
神
仏
の
託
宣
を
受
け

た
と
公
言
し
、
そ
れ
を
勝
手
に
解
釈
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
許

さ
れ
な
い
行
為
だ
っ
た
」（
佐
藤
弘
夫
前
掲
『
偽
書
の
精
神
史
』
一

〇
九
頁
）。「
平
安
時
代
の
後
半
か
ら
、
参
籠
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

人
々
は
一
定
の
手
続
き
を
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
だ
れ
も
が
直
接
神

仏
と
の
通
路
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
中
略
）
託

宣
も
公
的
な
も
の
か
ら
私
的
な
も
の
へ
と
、
社
会
的
な
位
置
付
け
を

変
化
さ
せ
て
い
っ
た
」（
同
書
、
一
一
〇
頁
）。

（
30
）	

マ
ハ
ー
カ
ー
ラ 

（M
ahaa-kaala

）
─
シ
ヴ
ァ
神
の
化
身
、
世

界
を
破
壊
す
る
時
の
姿
。
シ
ヴ
ァ
神
の
影
響
は
、
三
面
大
黒
像
か
ら

も
知
ら
れ
る
（
上
村
勝
彦
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
の
世
界
』

ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
、
一
九
頁
）。

（
31
）	

田
村
芳
朗
「
密
教
と
本
覚
思
想
」（『
本
覚
思
想
論
』
春
秋

社
、
一
九
九
〇
年
）
三
八
三
頁
。

（
32
）	

井
筒
俊
彦
「
意
識
の
形
而
上
学
」（
前
掲
『
井
筒
俊
彦
全
集
』

第
十
巻
）
四
八
〇
頁
。

（
33
）	

ズ
ン
ヌ
ー
ン
は
、
自
然
や
万
物
に
一
元
論
的
な
神
を
見
出
だ
し
、

神
に
語
り
か
け
る
。
神
は
応
対
す
る
。
神
と
人
間
は
向
き
合
い
、
両

者
間
の
対
話
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
鎌
田
繁
『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
深
層

─
偏
在
す
る
神
と
は
何
か
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
一

八
五
頁
）。
こ
の
よ
う
な
神
と
人
と
の
二
者
関
係
、
神
人
合
一
を

第
一
と
す
る
神
秘
主
義
を
、
鎌
田
は
「
排
他
的
神
秘
主
義
」
と
名
付

け
、
神
へ
の
愛
を
説
く
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
に
よ
く
見
ら
れ
る
も

の
と
し
、「
包
摂
的
神
秘
主
義
」
と
対
比
さ
せ
る
（
同
書
、
一
八
六

頁
）。
一
方
、
井
筒
は
、「
愛
の
神
秘
主
義
」（
鎌
田
の
「
排
他
的
神

秘
主
義
」
に
相
当
か
）
の
代
表
を
ハ
ッ
ラ
ー
ジ
と
し
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ー
や
ズ
ン
ヌ
ー
ン
は
、
本
来
的
に
非
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
「
ア
ー
ト
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マ
ン
・
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
根
源
的
同
一
性
の
自
覚
」
と
し
て
の
「
神
人

合
一
」
の
立
場
と
位
置
づ
け
る
（
井
筒
俊
彦
前
掲
「T

A
T

 T
V

A
M

 
A

SI
」
三
三
一
─
三
三
三
頁
）。
以
上
か
ら
、
愛
の
二
者
関
係
を
超

え
て
い
る
ズ
ン
ヌ
ー
ン
の
汎
神
論
的
立
場
は
、
ハ
ッ
ラ
ー
ジ
よ
り
バ

ス
タ
ー
ミ
ー
に
近
い
も
の
で
は
と
考
え
る
。

（
34
）	

井
筒
俊
彦
前
掲
「T

A
T

 T
V

A
M

 A
SI

」
三
四
四
─
三
四
五
頁
。

（
35
）	

「
第
三
者
の
純
客
観
的
立
場
か
ら
見
る
な
ら
、「
対
話
」
と
は

い
っ
て
も
、
本
当
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
独
演
劇
に
す
ぎ
な
い
。（
中

略
）
神
と
人
と
の
あ
い
だ
の
会
話
全
体
が
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
自
身
の
深

層
意
識
的
事
態
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）
人
の
意
識
が
、「
放
散
」
状

態
で
は
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
に
近
い
状
態
に
入
っ
た
時
、
そ
こ
に
正

起
す
る
異
常
意
識
的
情
況
の
中
で
、
は
じ
め
て
神
と
人
と
が
あ
る
意

味
で
同
一
レ
ベ
ル
に
立
つ
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
、
神
と
人
が
同
一

レ
ベ
ル
に
立
っ
て
は
じ
め
て
、
両
者
の
あ
い
だ
に
対
話
的
相
互
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
時
は
じ
め
て
神
と
人
と
が
、

「
我
と
汝
」
と
し
て
の
相
互
主
体
性
の
関
係
に
入
る
の
だ
」（
井
筒
俊

彦
前
掲
「T

A
T

 T
V

A
M

 A
SI

」
三
四
〇
─
三
四
一
頁
）。

（
36
）	

対
話
は
二
つ
の
立
場
が
あ
る
。
一
つ
は
、「
我
」
と
は
、
個
我
、

す
な
わ
ち
個
的
人
間
、
そ
の
主
体
性
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
り
、「
汝
」

と
は
神
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
我
」
と
は
神
で
あ
り
、「
汝
」
と

は
、
個
我
で
あ
る
。
二
つ
の
立
場
が
一
つ
の
神
的
我
へ
と
変
容
し
て

い
く
（
前
掲
『
井
筒
俊
彦
全
集
』
第
十
巻
、
三
三
九
─
三
四
一
頁
）。

（
37
）	

井
筒
は
次
の
よ
う
説
明
す
る
。「
存
在
の
経
験
的
次
元
を
出
て
、

形
而
上
的
次
元
に
入
れ
ば
、
経
験
界
で
成
立
し
て
い
た
「
わ
れ
」
の

姿
は
幻
の
ご
と
く
消
え
て
、
た
だ
一
つ
、「
神
的
わ
れ
」
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
汝
に
対
面
す
る
「
わ
れ
」
で
は
な
く
て
、
た
だ
の

「
わ
れ
」
で
す
。「
わ
れ
」
と
も
い
え
な
い
「
わ
れ
」
で
あ
り
ま
す
。

も
う
こ
こ
で
は
対
話
の
余
地
は
全
然
在
り
ま
せ
ん
．
神
の
独
白
、
独

白
が
あ
る
だ
け
で
す
。（
中
略
）
こ
う
い
う
境
地
に
お
い
て
「
神
的

わ
れ
」
は
純
粋
に
、
混
じ
り
け
の
無
い
第
一
人
称
で
発
言
い
た
し
ま

す
」（『
井
筒
俊
彦
全
集
』
第
五
巻
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
四
年
、
四
八
四
頁
）。

（
38
）	

「
根
源
的
ペ
ル
ソ
ナ
転
換
を
考
慮
に
入
れ
な
い
で
、
ど
こ
ま
で

も
神
と
人
と
を
そ
れ
ぞ
れ
一
個
の
ペ
ル
ソ
ナ
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
、

つ
ま
り
「
私
は
神
だ
」
と
言
う
命
題
の
発
言
主
体
が
バ
ス
タ
ー
ミ
ー

と
言
う
個
人
ペ
ル
ソ
ナ
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
は
恐

る
べ
き
神
聖
冒
涜
の
妄
言
を
吐
い
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、

当
時
の
多
く
の
人
々
が
、
そ
し
て
ま
た
よ
り
多
く
の
後
世
の
人
々
が
、

そ
う
誤
解
し
た
。（
中
略
）
ペ
ル
ソ
ナ
転
換
の
内
的
展
開
の
理
論
を
、

彼
は
理
論
的
に
構
造
化
し
た
」（
井
筒
俊
彦
前
掲
「T

A
T

 T
V

A
M

 
A

SI

」
三
三
六
─
三
三
七
頁
）。
こ
れ
は
、
闇
斎
の
「
生
祀
」
に
対

す
る
誤
解
に
も
通
じ
る
。
闇
斎
も
自
身
の
神
格
化
の
意
図
は
な
く
、

内
在
す
る
「
根
源
神
」（
＝
心
神
）
を
私
心
な
く
祀
っ
た
（
＝
構
造

を
外
在
化
し
た
）
の
で
あ
り
、
闇
斎
に
と
っ
て
は
当
前
の
行
為
で
あ

っ
た
ろ
う
。

（
39
）	
井
筒
に
よ
る
、
シ
ー
ア
派
で
の
啓
示
の
分
類
概
念
。「
内
面
的
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207　井筒俊彦の啓示類型論から見る「心神との対話」構造とその解釈

啓
示
」
は
、
密
教
的
で
、
聖
霊
の
声
、
優
れ
た
個
人
へ
の
直
接
的

な
神
の
声
の
降
下
（
十
二
イ
マ
ー
ム
）
を
啓
示
と
捉
え
る
。
一
方
、

「
外
面
的
啓
示
」
は
、
顕
教
的
で
、『
コ
ー
ラ
ン
』
な
ど
の
啓
典
に
書

か
れ
た
啓
示
（
最
後
の
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
）
の
こ
と
を
意
味
す

る
（
井
筒
俊
彦
『
井
筒
俊
彦
全
集
』
第
八
巻
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版

会
、
一
三
四
頁
）。

（
40
）	

井
筒
俊
彦
前
掲
「T

A
T

 T
V

A
M

 A
SI

」
三
〇
五
─
三
一
〇
頁
。

（
41
）	

例
え
ば
、
梁
の
慧
皎
の
『
高
僧
伝
』
や
唐
の
道
宣
の
『
続
高
僧

伝
』
に
見
ら
れ
る
中
国
の
「
神
」
の
扱
い
に
、
日
本
の
神
仏
離
脱
や

護
法
善
神
な
ど
の
神
仏
習
合
の
原
型
が
多
く
見
ら
れ
る
（
吉
田
一
彦

「
多
度
神
宮
寺
と
神
仏
習
合

─
中
国
の
神
仏
習
合
思
想
の
受
容
を

め
ぐ
っ
て
」、『
古
代
王
権
と
交
流
4 

伊
勢
湾
と
古
代
の
東
海
』
名

著
出
版
、
一
九
九
六
年
、
二
三
二
─
二
四
二
頁
）。

（
42
）	

井
上
薫
「
道
慈
」（『
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
六
一
年
）
二
三
三
頁
。

（
43
）	

吉
田
一
彦
前
掲
「
多
度
神
宮
寺
と
神
仏
習
合
」
二
四
一
頁
。

（
44
）	

長
坂
一
郎
『
神
仏
習
合
像
の
研
究

─
成
立
と
伝
播
の
背
景
』

（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
五
九
頁
。

（
45
）	

吉
田
一
彦
前
掲
「
多
度
神
宮
寺
と
神
仏
習
合
」
二
二
三
頁
。
藤

森
馨
「
神
道
の
歴
史
」（『
日
本
神
道
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇

年
）
一
二
八
頁
。

（
46
）	

上
村
勝
彦
前
掲
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
の
世
界
』
二
一

─
二
二
頁
。

（
47
）	

「
如
来
蔵
思
想
と
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
か
ら
の
影
響
を
受
け

て
仏
教
内
に
生
じ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
的
一
元
論
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
＝
ア
ー
ト
マ
ン
論
の
仏
教
版 

（Buddhist 
version

） 

に
他
な
ら
な
い
」（
松
本
史
朗
「
如
来
蔵
と
空
」、『
シ

リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
8 

如
来
蔵
と
仏
性
』
春
秋
社
、
二
〇
一
四
年
、

二
五
八
頁
）。

（
48
）	

松
本
史
朗
『
縁
起
と
空
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年
）
二
九

四
頁
。

（
49
）	

補
佐
役
の
少
彦
名
命
が
、
天
津
神
で
あ
る
高
皇
産
霊
尊
（
日
本

書
紀
）
ま
た
は
、
神
産
巣
日
神
（
古
事
記
）
の
子
と
さ
れ
、
天
津
神

と
の
関
係
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

（
50
）	

「
困
知
勉
行
」
の
概
念
は
、「
生
知
安
行
」「
学
知
利
行
」
と
並

ん
で
、『
礼
記
・
中
庸
』
の
「
知
、
仁
、
勇
、
三
者
天
下
之
逹
徳

也
、
所
以
行
之
者
一
也
。
或
生
而
知
之
、
或
学
而
知
之
、
或
困
而
知

之
、
及
其
知
之
一
也
。
或
安
而
行
之
、
或
利
而
行
之
、
或
勉
強
而
行

之
、
及
其
成
功
一
也
」
に
由
来
す
る
。
朱
熹
も
こ
れ
ら
の
概
念
に
注

目
し
、「
中
庸
章
句
」
に
、「
困
知
勉
行
者
、
勇
也
」
と
注
記
し
て
い

る
（
朱
熹
注
・
王
浩
整
理
『
四
書
集
注
』
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
五

年
、
三
一
頁
）。『
礼
記
・
中
庸
』
は
、
遅
く
と
も
、『
日
本
書
紀
』

で
継
体
天
皇
の
時
代
、
百
済
か
ら
大
和
朝
廷
に
五
経
博
士
が
派
遣
さ

れ
た
と
さ
れ
る
五
一
三
年
ま
で
に
は
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
51
）	
同
時
に
、
闇
斎
は
そ
の
不
十
分
さ
に
も
気
づ
き
、「
困
知
勉
行
」
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以
外
の
道
に
も
神
を
対
応
し
た
。「
生
知
安
行
」
の
道
を
体
現
す
る

天
照
大
神
、「
学
知
利
行
」
の
道
を
体
現
す
る
猿
田
彦
大
神
、
で
あ

る
。

（
52
）	
井
筒
俊
彦
前
掲
「T

A
T

 T
V

A
M

 A
SI

」
三
三
三
頁
。

（
53
）	

谷
省
吾
「
鹿
島
の
垂
加
霊
社
・
光
海
霊
社
」（『
垂
加
神
道
の
成

立
と
展
開
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）
五
九
八
頁
。

  �

（
國
學
院
大
學
大
学
院
）
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